
　みんなが笑顔になれる川越にしたい 　2021年7月発行

第3号 第4号

（補正後予算額1147億2267万6千円）

主な内容

○新型コロナウィルス感染症対策　 ○生活困窮世帯への新型コロナウィルス感染症生活困窮

新型コロナウィルス感染症の感染拡大の影響に伴い、 者自立支援金の支給に係わる扶助費等

切れ目のない対応が必要経費について増額を行う。 総合支援資金の貸付限度額に達しているなどにより特例貸

・PCR検査等の公費負担（増額） 付を利用できない世帯に対する支援策として、支援金を３

・積極的疫学調査業務（増額分） ヶ月間支給する。

・保健所PCR検査用消耗品（増額分） ○新型コロナウィルスワクチン接種の実施に係る業務委

○林間学校および修学旅行中止等に伴うキャンセル料 託料等の追加計上

　等支援補助 時間外・休日でのワクチンの個別接種を実施する医療関係

小・中学校における林間学校及び修学旅行の中止等に伴 に対し、通常の摂取単価の他に加算措置を行い、個別接種

い発生したキャンセル料等について、家計への負担軽減 を支援する。

するため支援を行う。

５年生（令和３年度林間学校） ※積立金（６９４万４千円）及び給与等（△６９４万

６年生（令和３年度修学旅行） 　４千円）の増減補正（歳出予算のみ）

２年生（令和３年度修学旅行） ○市長等の給料減額による、財政調整基金積立金の追

３年生（令和２年から３年度に延期した修学旅行） 　加計上

令和3年度一般会計補正予算（第三号） について質疑いたしました。※一部抜粋。

質問　PCR検査の公費負担の補正額の根拠について

回答　1カ月当たりの請求件数を3千件と見込み、平均単価の4800円を乗じた金額と、当初要求額との差額分を計上

　　したものである

質問　保健所PCR検査用消耗品の増額の補正額は、何回分の想定なのかについて

回答　保健所における新型コロナウィルスPCR検査について、7500検体分、また、変異株の検査について3300検体

　　　分計上したものである。

質問　林間学校や修学旅行の中止に伴い発生したキャンセル料は、市が全額補助するのかについて

回答　中止に伴い発生したキャンセル料について、保護者の負担がないように、市が全額補助しようとするも

　　　のである。

内容：新型コロナウィルス感染症ワクチン接種の円滑な実施に関する要望になります。

1,中小事業者を対象とした職域共同接種を早期に実現

2,居宅系サービス事業所や保育施設等の従事者への接種早期実施

3,児童生徒への夏休み中の個別接種の体制整備

4,県の大規模接種会場の一日900人完全実施

誰一人取り残さない接種をという想いで要望書を提出いたしました。

※マスクは写真撮影用に外しておりますのでご了承下さい。（牛くぼ：左から3番目）

自由民主党川越市議団で、川越市長へ緊急要望書を提出いたしました。

4億986万円 7億4948万1千円
一般会計補正予算（第3・4・5号）

第５号

第４号第３号

※第5号は予算額変更なし

小学校

中学校



コロナ禍においても、川越市の将来を託す子供たちの発育（精神的も含め）

についてスポーツの重要な役割があると思い中学校のスポーツ部活について

一般質問させて頂いた。

質問　中学校部活動の意義について

回答　部活動とは、生徒の自主性、自発的な参加により、スポーツや文化科学等

　　に親しませ、学習意欲の向上や自己肯定感、責任感、連帯感の涵養等に資

　　するものであり、生徒の多様な学びの場として教育的　意義の大きな活動で

　　あり、互いに協力し合い、目標に向かって努力する活動を通して、生徒同士

　　や教員と生徒の人間関係の形成にも資する意義もございます。

質問　所属中学校に部活動がない競技種目に大会出場を希望する生徒がいた場合

　　はどのように対応するのか、また団体戦やチーム戦の出場を希望する場合は

　　どのように対応するかについて

回答　所属中学校に部活動がない競技種目の大会出場への対応ついて、個人種目

　　は、学校が参加希望生徒から申し出を受け、中学校体育連盟の各競技専門部

　　に取り次ぎ、参加を認められた生徒については、保護者の引率により、大会

　　へ出場いたします。例外的に、柔道等の団体戦につきましては、参加を希望

　　する生徒が複数いた場合には、校内でチームを編成し、校長が任命した臨時

　　の顧問がチームを引率する場合もある。

質問　部活はあるが、野球等の団体競技で部員が足りない場合は、どのように

　　して大会へ出場するかについて

回答　団体競技で部員が足りない場合の大会出場について、本市では、団体競

　　技で部員が足りない部活動は、同じように部員が足りない中学校との合同

　　チームの参加を一部の競技で認めており、具体的には、野球、サッカー

　　バスケットボール、バレーボール、ソフトボールがあります。昨年度の例

　　としては、秋に開催された、新人体育大会川越市予選会に、野球が4校で

　　2チーム、サッカーが2校で1チーム、合同チームを編成し出場している。

質問　今後、生徒の減少が考えられるが、本市の中学校の部活動の今後の

　　在り方ついて教育委員会はどう考えるか

回答　現在、生徒数の減少のほか、部活動における勝利至上主義や自

　　主性を軽んじる活動、教職員の負担などの問題も指摘されている

　　中、コロナ禍のおける活動を通して、新たな部活動の在り方も考

        えられる。こうしたことを考えると、部活動がより充実したもの

　　となるよう部活動の統合・再編なども含め・可能な限りニーズに

　　応じたニーズに応じた対応 を検討するとともに、自主性、人間

    　関係の醸成など、学校教育が目指す資質・能力の育成に資する

　　活動となることも大切と考える。

牛くぼひさしプロフィール　～『子育て＋介護』世代、誰もが住んでよかったと思える地域づくり～

□昭和51年9月14日生まれ　　　柔道五段

□私立八千代松陰高等学校卒業　井上康生と柔道関東大会決勝戦にて僅差判定で敗れる

□明治大学商学部商学科卒業　　全日本学生柔道優勝大会　明治大学団体戦優勝 事務所

□京葉ガス株式会社入社　　　　実業団柔道で活躍 　〒350－0027

□京葉ガス株式会社退社　　　　結婚し埼玉県川越市民となり全盲の両親と同居 住所　川越市南田島242－1

□全盲の市議会議員牛窪多喜男の秘書を務めながら柔道整復師国家資格取得 電話　049－243－9425

□2019年川越市議会議員に初当選 ホームページ ushikubo-hisashi.com

※子供一男一女に恵まれながら現在6人家族＋（盲導犬：ジョージ） 　牛くぼ　ひさし 　検索


